
岡山県女性創業サポートセンター 【岡山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 1,358 千円

交付金額 1,019 千円

事業番号 ⑤

日本政策金融公庫総合研究所の「2025年度新規開業実態調査」によれば、開業者に占
める女性の割合は25.7％と過去最高を記録しており、女性の創業は着実に増えているこ
とがわかる。

しかしながら、女性の場合、出産・育児・介護などのライフイベントの影響を受け、意欲
があっても創業に至らない、または創業後の事業継続が難しくなる場合が少なくないと考
えられる。

こうしたことから、女性起業家に向けて本センターの周知を強化するとともに、支援メ
ニューを充実させることにより、相談先の選択肢を広げ、孤立しがちな女性起業家の事業
運営を継続的に支援していく必要がある。

【目的】
女性のライフスタイルに応じた柔軟な働き方の実現に向け、創業に関する相談体制

の整備や情報提供を通じて、自分らしい働き方を後押しする。

ライフイベントの影響を受けやすい女性の創業に対する相談窓口として、「岡山県女性
創業サポートセンター」を設置し、対面、電話、メール、オンラインといった様々なツールに
より、利用者のニーズや創業のフェーズに応じた相談対応を行った。

令和７年度は、起業経験を有する女性コーディネーターを新たに配置し、女性の創業に
関する相談体制を拡充した。

こうした取組により、創業という選択肢を通じて女性の自分らしい働き方の実現を後押し
する支援体制を構築した。

創業者応援団（岡山県産業振興財団、岡山県商工会議所連合会、岡山県商工会連合
会、岡山県中小企業団体中央会、中国地域ニュービジネス協議会、岡山リサーチパーク
インキュベーションセンター、岡山市、倉敷市、笠岡市、真庭市、津山氏、岡山県信用保
証協会、日本政策金融公庫岡山支店、岡山県、岡山県立図書館）、岡山県男女共同参
画推進センター（ウィズセンター）

岡山県女性創業サポートセンターの利用者数は、昨年度より増加しており、支援ニーズ
の高まりがうかがえる。一方で、創業に関心はあるものの、具体的な行動に至っていな
い方々に対する周知は十分とは言えず、本センターの存在や支援内容が広く認知されて
いないことが課題となっている。今後は、こうした方々に対する効果的な情報発信やアプ
ローチを強化し、認知度の更なる向上を図る必要がある。

また、利用者から寄せられる相談内容は多岐にわたり、創業準備の初期段階から事業
拡大に至るまで、そのニーズは一層高度化・専門化している。このため、専門的知見を有
する支援機関や、各種の創業支援施策との連携をこれまで以上に強化していく必要があ
る。

相談件数は115件（対面・オンライン34件、電話・メール81件）あり、昨年度実績（42件）を
大きく上回った。創業前後の様々な段階にある女性に対し、家庭環境や就業状況など個
々の事情に応じた相談対応を行うことにより、創業準備や事業の継続・発展に向けた具
体的な助言を実施することができた。

また、創業支援機関連絡会議において各機関の支援施策を共有することにより、支援
機関間の連携強化の向上にもつながった。
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事業の概要

岡山県女性創業サポートセンター

ライフイベントの影響を受けやすい女性の創業に対す
る相談窓口として、「岡山県女性創業サポートセンター」
を設置し、対面、電話、メール、オンラインといった様々な
ツールにより、利用者のニーズや創業のフェーズに応じ
た相談対応を行った。

令和７年度は、起業経験を有する女性コーディネー
ターを新たに配置し、女性の創業に関する相談体制を拡
充した。

こうした取組を通じて、創業という選択肢を通じて女性
の自分らしい働き方の実現を後押しする支援体制を構
築した。

＜実績＞
・相談件数１１５件
（対面・ZOOM：３４件、電話、メール：８１件）
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